平成２０年度徳島県国民健康保険団体連合会事業計画

１　基本方針

　国保事業は、極めて急速な少子高齢化の進展や経済の低成長化などによる変化のもと、国保が抱える他の制度に加入しない低所得者や高齢者を多く抱えるという構造的な問題等が要因となって、国保の財政運営は、極めて厳しい状況にあります。

　国においては、一昨年、医療保険制度の抜本的改革が行われ、現在、段階的に施行されていますが、本年４月には、この改革の最大の柱である特定健診・特定保健指導や、７５歳以上を対象とした後期高齢者医療制度などがスタートし、本格的な施行を迎えることとなります。こうした改革は、国民皆保険を維持する上で必要なものであります。

また、徳島県における市町村合併は一定定着し、後期高齢者医療制度においても、県単位で全市町村が加入する広域連合が設立され準備業務をはじめています。今後も、保険者の再編・統合が進められることが想定されます。こうした中で、医療保険及び介護保険の両制度を将来にわたって安心したものとするため、生活習慣病を中心とした保健事業、介護予防事業について取り組み、継続的に事業展開していくことが必要となっています。

　本会においても、診療報酬の審査支払、保険者の共同目的達成など、従来からの基本的な役割に加え、介護保険、障害者自立支援給付支払、本年４月からは、後期高齢者医療制度関連業務、特定健診等データ管理業務等の業務が拡大・変化しています。また、医療保険事務全体の効率化を図るためレセプトオンライン請求などＩＴ化を推進することも求められており、今後とも、保険者の事業安定に資する諸施策を支援し、事業の健全な運営に努めます。

　以上、本会設立趣旨に則り、保険者の協力と連携のもとに、国保事業の一層の推進に努めるものとする。

２　重点目標

（１）国保連合会事業の充実強化

（２）医療費適正化対策の推進

（３）保健・医療・福祉対策の推進

（４）国保制度改善強化及び財政安定化対策の推進

（５）新国保３パーセント推進運動の推進

